
浜松市における
新たな定住促進政策の提案

—中山間地域の受け入れ体制の整備を中心に—

2021年9月11日(土) 浜松市政策アイデアコンテスト2021 発表資料
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●浜松市の中山間地域･･･天竜区、北区引佐町北部

●人口･･･浜松市800,760人、中山間地域30,076人（令和2年10月1日現在）

●人口減少率…浜松市と比べ 中山間地域の減少傾向が顕著

浜松市の中山間地域の現状

引佐町の対象地域※:伊平､川名､渋川､四方浄､町田沢､兎荷､西久留女木､東黒田､別所､的場

※浜松市HP／中山間地域コミュニティビジネス等起業資金貸与事業（https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/shiminkyodo/tyusankan/comyunithi.html）

↑浜松市HP／町字別･年齢別人口表より作成（https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/gyousei/library/1_jinkou-setai/007_nenreibetsu.html）
↑浜松市の中山間地域
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人口減少率（浜松市・中山間地域別）

浜松市 中山間地域 （平成23年を基準に計算）

⇒ 中山間地域での定住政策が重要



【現状の分析】
●Welcome集落制度:現在21自治会が登録
⇒移住者は確実に増加している
●空き家バンク:現在2件が登録
⇒行政の仲介よりも、地域住民による空き家の提供が多い
●お試し住宅:短期間のお試しは不可（最低6ヶ月）
⇒気軽に地域での生活を体験する機会がない

【5年後の将来像】
●地域住民:自分の集落に自信を持っている
●移住者:楽しく地域と交流できている
●テーマ:地域住民と移住希望者の移住へのハードルを下げる

5年後の将来像、現状の分析
申請・書類
作成が大変
そう…

移住希望者
がどんな人
か分からな
いと不安…

制度と現状
の“ズレ”が
生じている

地域住民

地域住民

※ 浜松市市民政策・地域協働課 浜松移住セン
ターへの聞き取りより（2021年7月29日）
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④ 世話人制度
●移住世帯1戸につき
住民1人が付き、相談
に乗ったり空き家・
職場・子育て・住民
との交流などを斡旋

① 地域住民の
理解促進

●移住に関する情報
を提供し、不安を解
消
●住民の受け入れる
姿勢を形成

② 先輩移住者の家
に行ってみよう!
●先輩移住者と共に田
舎暮らしを体験
●気軽に移住に関する
相談ができる

③ お手伝い制度
●気になる地域の奉
仕作業に参加して、
住民と直接交流
●地域住民の移住希
望者への理解促進に
もつながる

定住促進の流れ

⇒ 地域の受け入れ体制の整備からはじめる定住政策

移住支援相談土台づくり

定 住
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地域住民地域住民

●従来の移住促進政策＝移住希望者の対応重視

⇒ 受け入れ地域への心理的サポートが必要

移住者とどう接すれ
ばいいのかねぇ…

ちゃんと近所づき合い
してくれるか心配

だやぁ

政策① 地域住民の理解促進

●実施場所 中山間地域の公共施設などで行われる講座・イベント
ex）健康教室、料理教室、スポーツ教室、子育て教室、地域フェス etc.

●方法 ・市内外の移住者の事例や、移住者受け入れのメリット、移住者との関わり方
をチラシや動画で紹介

・移住に関する説明を聞けばイベント参加費無料orプレゼント贈呈

●期待される効果 地域住民の移住への理解を深める

⇒ 移住者を受け入れる風土の形成
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●移住希望者が定住した人の家に行き、移住者と交流(日帰りOK!)
●募集方法…相談窓口に来た移住希望者に紹介 旅行目的✖
●内容

地域のルールや習慣・先輩移住者が経験した驚きや戸惑いを共有
⇒ 移住者の「思ったのと違う」が減る⇒地域への定住率UP
短期間の滞在もOK ⇒ 仕事をしていても参加可能

●費用
移住希望者…交通費を負担
行政…先輩移住者に気持ち程度の報酬(5,000円)を払う

●新規定住者が、次の新規移住希望者に集落を紹介
⇒持続可能な取り組み

先輩移住者先輩移住者

先輩移住者先輩移住者

政策②「先輩移住者の家に行ってみよう!」
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地域の困りごとのお手伝い ex）草刈り、ゴミ拾い、お宮掃除、空き家の整備 etc.
●募集範囲
・浜松市の移住促進HP「はじめよう、ハマライフ」
・行政に直接相談した人
●参加者…友達や家族を誘って参加することができる

●移住希望者
・地域や地域住民について知ることができる
・地域住民に「ここに住みたい!」という意志を伝えることができる
●地域住民
・事前に移住希望者について知ることができる
・お手伝いをしてもらうことで人手が増え、作業がはかどる

政策③「お手伝い制度」

参加は
無料!
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地域住民が｢世話人｣となり、移住決定者と地域住民の仲介人となる
1．1世帯につき1人世話人を選出する
2．世話人と移住決定者の組み合わせの検討
3．集落の案内、ルールの説明、地域住民との交流の手助け、移住者の困りご
との相談（週に1回）
●世話人の支援金･･･月5,000円
●世話人制度の期間･･･マッチング後から世話人制度の解約まで
⇒ 地域住民と信頼関係を築きやすくなる

移住者が集落に溶け込みやすくなる(移住に対する不安を削減)

政策④「世話人制度」

移住決定者
の支援
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準備 ➡ 実行
①住民の
理解促進政策

・説明資料のチラシ,動画作成
・講座・イベント担当者に打

診して協力してもらう

・イベント宣伝時に、移住に関
する説明を聞くだけで参加無
料orプレゼントを強調して呼

び込む

・参加者に説明
（方法:プレゼンテーション、

チラシ配布、動画視聴）

②先輩移住者の
家に行ってみよ
う!

・市内の移住者の中から協力
してくれる人を探す

・移住センターの窓口へ相談に
来た人に制度を紹介

・希望者が行きたい地域の先輩
移住者に連絡

・希望者が先輩移住者の家へ宿
泊か日帰りで訪問

・先輩移住者の地域での暮らし
を体験してもらう

③お手伝い制度 ・説明資料のチラシ作成
・中山間地域の自治会に制度

を紹介、担当職員に受け入
れ希望か連絡してもらう

・移住センターの窓口へ相談に
来た人に制度を紹介

・希望者の希望地区に連絡

・現地で作業・住民との交流
・希望すれば何度でも斡旋し、

住民と直接相談して交流して
もらうことも可能

④世話人制度 ・説明資料のチラシ作成
・自治会に制度を紹介、協力

してもらう人を探す

・移住センターの窓口へ相談に
来た人に制度を紹介

・移住が決定した1世帯につき
1人世話人をつける

・最低週1回は直接会って、困
り事などの相談を受ける

政策のプロセス・概算費用（5年間）

内訳:① 230万（チラシ15万枚30万、動画作成50万、参加費負担・プレゼント費150万）
② 79万（チラシ2万枚4万、先輩移住者への奨励金（5千/泊）75万）
③ 4万（チラシ2万枚4万）
④ 254万（チラシ2万枚4万、世話人への奨励金（5千/月*100人）250万）

予算
合計567万円 9  



●浜松市だからこそできる理由
浜松市は日本の縮図
人口減少が全国的に問題化
⇒中山間地域は人口減少の先進地域
⇒浜松市が全国に見本を示すことができる

●独自性
従来の政策 :移住希望者に対する金銭的補助・情報提供のみ
提案する政策:地域住民に対する心理的サポートを行う

73.7%※1 65.7%※2

<日本> <浜松市>

中山間地域の占める割合

※1 農林水産省HP『中山間地域とは』
※2『浜松市統計書（平成30年版）』

都市部に住んでいる私にも
メリットはあるのかな?

●市民のメリット
地域産業・経済の活性化 ⇒ 税収UP ⇒ 中山間地域・都市部の市民サービス向上
人手不足・後継者問題が改善⇒地域の生活・産業の維持につながる
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●市民のデメリット
中山間地域の住民の負担増加
⇒理解促進・イベント参加費の無償化・奨励金で調整を図る

ご清聴ありがとうございました


